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令
和
テ
キ
ス
ト
版

『
大
日
比
三
師
講
説
集
』
出
版
事
業

願
王
寺
資
料
館
ご
寄
附
の
お
願
い

【
事
業
主
旨
】

近
世
の
名
僧
、
大
日
比
三
師
（
法
岸
・
法
洲
・
法

道
）
の
著
述
を
収
録
し
た
『
大
日
比
三
師
講
説
集
』

（
以
下
、
『
講
説
集
』
）

の
再
刊
を
望
む
声
が
多
く
、
現
在
、

読
み
や
す
さ
を
重
視
し
た
テ
キ
ス
ト
版
『
講
説
集
』

の
出
版
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

『
講
説
集
』
は
浄
土
宗
僧
侶
必
携
の
良
書
で
あ
り

ま
す
。
本
書
は
宗
祖
法
然
上
人
の
開
か
れ
た
浄
土
宗

の
教
え
を
伝
え
る
布
教
伝
道
の
解
説
書
と
し
て
大
変

優
れ
て
い
ま
す
。
出
版
の
際
に
は
、
是
非
ご
購
入
頂

き
、
布
教
の
道
し
る
べ
と
し
て
ご
活
用
し
て
頂
き
た

く
存
じ
ま
す
。

本
事
業
を
含
む
西
圓
寺
調
査
研
究
は
、
主
に
西
村

家
の
出
資
に
よ
り
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
大
変
な
労

力
と
費
用
を
要
し
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
浄
土
宗

開
宗
八
五
〇
年
を
記
念
し
、
大
日
比
三
師
鑽
仰
事
業

と
し
て
、
大
日
比
西
圓
寺
旧
蔵
資
料
等
を
収
蔵
し
、

調
査
研
究
活
動
を
行
う
願
王
寺
資
料
館
へ
の
御
寄
附

の
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
本
事
業
へ
御
寄
附
を

賜
り
ま
し
た
方
の
御
芳
名
は
出
版
の
書
籍
内
に
記
載

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
是
非
と
も
、
こ
の
機
会
に
本
事

業
に
ご
賛
同
頂
け
る
諸
大
徳
の
皆
様
よ
り
御
寄
附
を

賜
り
た
く
、
伏
し
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
六
年
五
月
佛
日

大
日
比
三
師
鑽
仰

願
王
寺
資
料
館
館
長

西
村
光
正

願
王
寺
住
職

西
村
文
成

責
任
役
員
一
同

総
代
一
同

︻
寄
附
受
付
期
間
︼︵
第
2
期
︶

令
和
6
年
11
⽉
1
⽇
か
ら

令
和
7
年
10
⽉
31
⽇
ま
で

※

期
間
変
更
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
︒

︻
出
版
予
定
︼

令
和
7
年
以
降︵
予
定
︶

※

変
更
等
あ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
︒

※

最
新
情
報
は
寺
院
情
報
学
研
究
所

ホ
ổ
ム
ペ
ổ
ジ
に
て
公
開
致
し
ま
す
︒

︻
寄
附
⽅
法
︼

郵
便
振
替
に
て
お
願
い
致
し
ま
す
︒

次
ペ
ổ
ジ
の
郵
便
振
替
⽤
紙
の
記

⼊
例
を
ご
参
考
下
さ
い
︒

※

御
寄
附
の
額
は
⼀
万
円
単
位
で
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
︒※

郵
便
振
替
⽤
紙
が
寄
附
申

込
書
を
兼
ね
ま
す
の
で
︑通
信
欄
に
教
区
名
︑

組
名
︑寺
院
名
︑寺
院
番
号
を
お
書
き
下
さ

い
︒ま
た
︑ご
依
頼
⼈
の
欄
に
住
所
・
⽒

名
・
電
話
番
号
を
お
書
き
下
さ
い
︒※

後
程
︑

願
王
寺
よ
り
領
収
書
を
お
送
り
し
ま
す
︒

願王寺資料館館長
（寺院情報学研究所代表理事）

西 村 光 正

願
王
寺
資
料
館
に
つ
い
て

願
王
寺
資
料
館
は
、
西
村
家
の
出
資
に
よ
り
建
立
さ
れ
、
大
日
比
西
圓
寺

及
び
大
日
比
三
師
に
関
係
す
る
資
料
等
を
収
蔵
し
、
保
存
、
管
理
、
公
開
を

し
て
い
ま
す
。
一
般
寺
院
で
は
国
内
屈
指
の
収
蔵
数
を
誇
り
ま
す
。
館
内
に

は
一
般
社
団
法
人
寺
院
情
報
学
研
究
所
を
設
置
し
、
寺
院
所
在
資
料
の
調
査

研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
当
館
は
、
国
や
大
学
、
各
研
究
機
関
と
連
携
し
、

我
が
国
の
寺
院
所
在
資
料
を
中
心
と
す
る
文
化
財
の
保
存
と
活
用
に
寄
与
す

べ
く
活
動
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
寺
院
所
在
資
料
の
活
用
方
法
や
現
代
社
会

に
お
け
る
寺
院
の
役
割
な
ど
に
つ
い
て
も
研
究
し
て
い
ま
す
。
昨
今
、
高
度

情
報
化
社
会
の
中
、
個
人
主
義
が
加
速
し
て
い
ま
す
が
、
先
人
の
歩
ん
だ
歴

史
の
下
に
我
々
の
生
活
が
あ
る
こ
と
を
重
ん
じ
、
願
王
寺
資
料
館
で
は
、
実

際
に
資
料
に
触
れ
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
り
、
日
本
の
美
し
い
伝
統
や
文
化
、

寺
院
及
び
地
域
の
歴
史
を
後
世
に
伝
え
る
こ
と
を
使
命
と
し
運
営
を
し
て
お

り
ま
す
。
浄
土
宗
教
師
を
は
じ
め
、
各
種
団
体
の
研
修
会
、
見
学
等
も
受
け

入
れ
て
お
り
ま
す
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

浄
土
宗
史
に
残
る
書
籍
に
諸
大
徳
の

御
芳
名
を
賜
り
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

法
岸
上
⼈

法
洲
上
⼈

法
道
上
⼈

︻
寄
附
種
別
︼

①
特
別
寄
附︵
⼀
〇
万
円
以
上
︶

●
寄
附
芳
名
札︵
中
︶に
て
お
名
前
を
資
料
館
内
に
掲
⽰
致
し
ま
す
︒尚
︑三
〇
万
円
以
上

御
寄
附
の
⽅
は
寄
附
芳
名
札︵
⼤
︶に
て
お
名
前
を
資
料
館
に
掲
⽰
致
し
ま
す
︒

●
寄
附
芳
名
帳
に
お
名
前
を
記
載
し
永
代
に
わ
た
り
資
料
館
内
に
安
置
し
ま
す
︒

●﹃
講
説
集
﹄の
出
版
の
際
に
は
︑書
籍
内
に
御
芳
名
を
記
載
致
し
ま
す
︒

②
寄
附︵
⼀
万
円
よ
り
︶

◎
寄
附
額
⽇
三
万
円
以
上

●
寄
附
芳
名
札︵
⼩
︶に
て
お
名
前
を
資
料
館
内
に
掲
⽰
致
し
ま
す
︒

●
寄
附
芳
名
帳
に
お
名
前
を
記
載
し
永
代
に
わ
た
り
資
料
館
内
に
安
置
し
ま
す
︒

●
御
寄
附
は
⼀
万
円
単
位
で
承
り
ま
す
︒

●﹃
講
説
集
﹄の
出
版
の
際
に
は
︑書
籍
内
に
御
芳
名
を
記
載
致
し
ま
す
︒

◎
寄
附
額
⽇
⼀
万
円
以
上

●
寄
附
芳
名
を
紙
に
記
載
し
資
料
館
に
掲
⽰
致
し
ま
す
︒

●
寄
附
芳
名
帳
に
お
名
前
を
記
載
し
永
代
に
わ
た
り
資
料
館
内
に
安
置
し
ま
す
︒

●﹃
講
説
集
﹄の
出
版
の
際
に
は
︑書
籍
内
に
御
芳
名
を
記
載
致
し
ま
す
︒

【お問い合わせ】
k.nishimura134@outlook.com
⼭⼝県下関市菊川町⽥部1120
願王寺 083‐287‐0301

『
大
日
比
三
師
講
説
集
』
は
、
主
な
宗
典
の
解
説
と
共
に
、
浄
土
宗
教

師
が
布
教
を
行
う
際
の
注
意
事
項
や
、
住
持
訓
等
に
つ
い
て
典
拠
を
挙

げ
て
丁
寧
に
講
説
さ
れ
て
い
ま
す
。



郵便振替（⻘）にて御寄附をお願い申し上げます。
振替⼝座 01590‐1‐16706 加⼊者名 願王寺

誠にお⼿数ですが、通信欄に下記の⽂と情報を記⼊して下さい。
恐れ⼊りますが、⼿数料のご負担お願い申し上げます。


